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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回次
第47期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第48期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第47期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 1,489 1,484 5,802

経常利益（百万円） 71 57 170

四半期（当期）純損益（△は損失）（百万円） 28 △32 26

純資産額（百万円） 4,661 4,604 4,656

総資産額（百万円） 5,355 5,370 5,450

１株当たり純資産額（円） 759.94 748.01 757.69

１株当たり四半期（当期）純損益金額（△は損失）（円） 4.65 △5.24 4.28

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 4.64 － 4.27

自己資本比率（％） 86.4 85.1 84.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
108 △19 496

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△19 △91 △126

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△14 △11 △14

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 903 1,061 1,183

従業員数（人） 204 192 199

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３. 第48期第1四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式

は存在するものの、1株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第1四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第1四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 192(1,116)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第1四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 191(1,102)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第1四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

　当社グループの事業は、喫茶等事業の単一セグメントでありますので品目別に記載しております。

(1)商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

区分

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 前年同期比（％）

飲料・食品 163,340 102.4

雑貨 14,656 89.1

合計 177,997 101.1

　（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

(2)販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

区分

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 前年同期比（％）

飲料・食品 1,467,998 99.8

雑貨 16,266 89.5

その他 603 81.7

合計 1,484,868 99.7

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

３【経営上の重要な契約等】

　当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第1四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益や設備投資に一部回復の兆しが見られるものの、国際

金融情勢の影響で株式市場が不安定なこともあり、先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが属する喫茶業界におきましては、出店立地の競争や賃料の高騰等様々な課題が顕在化しておりま

す。また、個人消費が低迷する中、低価格化の進行等により予想以上に売上高の増加が見込めない状況にあります。

このような状況下、当社グループは、平成22年4月カフェ・ルノアール国立南口駅前店を、5月六本木ラピロス店を

新規開店いたしました。

また、平成22年4月銀座松屋通り店、5月神田南口駅前店、京急川崎駅前店、ニューヨーカーズ・カフェ高田馬場さ

かえ通り店及びニューヨーカーズ・カフェ駿河台4丁目店を、6月川崎銀柳街店、秋葉原店及びカフェ・ルノアール

秋葉原昭和通り店の8店舗を改装オープンいたしましたので、当第1四半期末の店舗数は109店舗になりました。

その結果、当第1四半期連結会計期間の売上高は1,484百万円（前年同期比4百万円減）、営業利益は53百万円、

（前年同期比10百万円減）、経常利益は57百万円（前年同期比14百万円減）、四半期純損失は32百万円（前年同期

は28百万円の純利益）となりました。

(2)財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末の総資産は、5,370百万円となり前連結会計年度末に比べ80百万円の減少となりまし

た。これは主に、繰延税金資産が28百万円、有形固定資産が85百万円増加したものの、現金及び預金が122百万円、敷

金及び保証金が81百万円減少したこと等によるものであります。

負債は766百万円となり前連結会計年度末に比べ27百万円の減少となりました。これは主に、その他流動負債が76

百万円増加したものの、未払法人税等が74百万円、賞与引当金が31百万円減少したこと等によるものであります。

また、純資産は4,604百万円となり前連結会計年度末に比べ52百万円の減少となりました。これは主に、利益剰余

金が減少したこと等によるものであります。

　(3)キャッシュ・フローの状況

当第1四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,061百万円となり前連結会

計年度末に比べ122百万円減少いたしました。

当第1四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は19百万円（前年同期は得られた資金が108百万円）となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純損失が60百万円、法人税等の支払額が64百万円計上されたこと及び資産除去債務会計基準の適用

に伴う影響額が105百万円計上されたこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は91百万円（前年同期比72百万円増）となりました。これは主に、有形固定資産の取

得による支出が52百万円、敷金及び保証金の支払が28百万円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は11百万円（前年同期比2百万円減）となりました。これは主に、配当金の支払額によ

るものであります。

　(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

  (5)研究開発活動

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社銀座ルノアール(E03147)

四半期報告書

 5/22



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第1四半期連結会計期間において、増加した主要な設備の状況は次のとおりであります。

提出会社　

会社名

事業所名

（所在地）　

設備の内容
帳簿価額（千円） 従業員数

（人）建物 その他 計

当社  カフェ・ルノアール国立南口駅前店

（東京都国立市）　
新規出店 23,313 1,500 24,8131（6）

当社  ルノアール六本木ラピロス店

（東京都港区）　
新規出店 48,192 2,041 50,2342（9）

(注)1.上記金額には、消費税等は含まれておりません。

2.従業員は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第1四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

(2）設備の新設、除却等の計画

①当第1四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、改修について完成し

たものは、次のとおりであります。
事業所名
（所在地）

設備の内容　 完成年月 客席数

当社　ルノアール銀座松屋通り店

（東京都中央区） 
既存店の改装 平成22年４月 52

当社　カフェ・ルノアール国立南口駅前店

（東京都国立市）
新規出店 平成22年４月 60

当社　ルノアール神田南口駅前店

（東京都千代田区）
既存店の改装 平成22年５月 79

当社　ルアール六本木ラピロス店

（東京都港区）
新規出店 平成22年５月 94

 

②当第1四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設・改修計画は次のとおりであります。

会社名

事業所名
所在地 設備の内容

投資予定額 資金調達

方法

着手及び完了予定年月日 完了後の

増加能力(千円)総額(千円) 既支払額(千円) 着手 完了

当社　ルノアール

新宿靖国通り店
東京都新宿区 新規出店 46,530　 － 自己資金 平成22年６月平成22年７月 7,656

当社　ルノアール

銀座1丁目柳通り店
東京都中央区 新規出店 32,430　 － 自己資金 平成22年６月平成22年７月 4,114

(注)1.上記予定金額には、保証金及び敷金は含んでおりません。

2.増加能力は、月額予想売上高を表示しております。

3.上記２店舗は、平成22年７月に開店しております。　

4.上記金額には、消費税等は含まれておりません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,252,004 6,252,004
大阪証券取引所

(JASDAQ市場)

単元株式数

1,000株　

計 6,252,004 6,252,004 － －

 (注)  「提出日現在発行数」欄には、平成22年８月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①平成15年６月27日定時株主総会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 93

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 93,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 328

新株予約権の行使期間
自平成17年７月１日

至平成22年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　　328

資本組入額　　　　164

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

　(注)　　新株予約権の行使の条件

1.新株予約権者は、権利行使時において当社又は当社子会社の取締役、監査役、従業員の地位を保有していることを

要する。ただし、任期満了に伴う退任、定年退職その他正当な理由のある場合はこの限りでない。 

2.新株予約権者の相続は、認めない。

3.新株予約権者は、割り当てられた新株予約権個数の全部又は一部につき行使することができる。ただし、一部を行

使する場合には、割り当てられた新株予約権の整数倍の単位で行使するものとする。 
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 ②平成17年６月29日定時株主総会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 300

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 300,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 447

新株予約権の行使期間
自平成18年７月１日

至平成38年７月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　　447

資本組入額　　　　224

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

  (注)　　新株予約権の行使の条件

1.新株予約権者は、権利行使時において当社又は当社子会社の取締役、監査役、従業員の地位を保有していることを

要する。ただし、任期満了に伴う退任、定年退職その他正当な理由のある場合はこの限りでない。 

2.新株予約権者の相続は、認めない。

3.新株予約権者は、割り当てられた新株予約権個数の全部又は一部につき行使することができる。ただし、一部を行

使する場合には、割り当てられた新株予約権の整数倍の単位で行使するものとする。 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月1日　
　～

平成22年６月30日
－ 6,252,004－ 771,682 － 1,062,078

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第1四半期会計期間において、大株主の移動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　①【発行済株式】

平成22年６月30日現在　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等）　 － － －　

議決権制限株式（その他）　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）　 普通株式 　140,000 － －

完全議決権株式（その他）　 普通株式　 　6,097,000 　6,097 －

単元未満株式　 普通株式　 　15,004 － －

発行済株式総数　 6,252,004 － －　

総株主の議決権　 － 　6,097 －　

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、当社所有の自己株式663株が含まれております。　

②【自己株式等】

平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％）

㈱銀座ルノアール　　
東京都杉並区高円寺

北2丁目2番5号　　
　140,000 － 　140,000 　2.2

計 － 　140,000 － 　140,000 　2.2

　（注）当第1四半期会計期間末の自己株式数は、140,663株であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

平成22年
５月

平成22年
６月

最高（円） 395 379 370

最低（円） 375 363 358

　（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所(JASDAQ市場)におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当

第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日

本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,105,303 1,227,777

売掛金 37,137 37,684

有価証券 504 506

商品 20,080 18,010

繰延税金資産 29,088 329

その他 146,446 133,907

流動資産合計 1,338,561 1,418,216

固定資産

有形固定資産

建物 3,108,384 2,988,704

減価償却累計額 △1,854,588 △1,818,851

建物（純額） 1,253,796 1,169,852

工具、器具及び備品 369,525 370,814

減価償却累計額 △328,784 △331,706

工具、器具及び備品（純額） 40,741 39,108

土地 444,582 444,582

その他 1,858 2,248

減価償却累計額 △1,734 △1,723

その他（純額） 124 524

有形固定資産合計 1,739,244 1,654,067

無形固定資産

商標権 13,012 13,532

ソフトウエア 11,049 11,306

無形固定資産合計 24,062 24,839

投資その他の資産

投資有価証券 84,624 90,158

長期貸付金 17,512 18,760

敷金及び保証金 2,009,605 2,091,347

その他 163,110 159,360

貸倒引当金 △6,212 △6,212

投資その他の資産合計 2,268,640 2,353,414

固定資産合計 4,031,947 4,032,321

資産合計 5,370,508 5,450,537
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 59,521 59,347

短期借入金 70,000 70,000

未払法人税等 5,501 80,106

賞与引当金 25,660 57,300

株主優待引当金 13,000 15,478

その他 302,681 226,595

流動負債合計 476,363 508,828

固定負債

退職給付引当金 107,782 106,135

役員退職慰労引当金 101,535 98,135

繰延税金負債 1,761 2,312

その他 78,624 78,624

固定負債合計 289,702 285,207

負債合計 766,066 794,036

純資産の部

株主資本

資本金 771,682 771,682

資本剰余金 1,062,078 1,062,078

利益剰余金 2,797,855 2,849,409

自己株式 △65,258 △69,433

株主資本合計 4,566,356 4,613,735

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,979 9,962

評価・換算差額等合計 4,979 9,962

少数株主持分 33,105 32,803

純資産合計 4,604,442 4,656,501

負債純資産合計 5,370,508 5,450,537
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 1,489,427 1,484,868

売上原価 176,934 175,930

売上総利益 1,312,493 1,308,938

販売費及び一般管理費 ※
 1,248,946

※
 1,255,556

営業利益 63,546 53,381

営業外収益

受取利息 368 297

受取配当金 457 671

受取家賃 24,420 24,758

その他 5,752 1,399

営業外収益合計 30,998 27,127

営業外費用

支払利息 258 257

不動産賃貸費用 20,864 21,240

その他 2,005 1,711

営業外費用合計 23,128 23,208

経常利益 71,416 57,300

特別損失

固定資産廃棄損 11,279 11,780

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 105,679

その他 1,300 －

特別損失合計 12,579 117,459

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

58,837 △60,159

法人税等 29,864 △28,438

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △31,721

少数株主利益 624 302

四半期純利益又は四半期純損失（△） 28,348 △32,023
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

58,837 △60,159

減価償却費 57,136 54,205

長期前払費用償却額 6,628 5,876

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,312 1,646

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,918 3,399

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,250 △31,640

株主優待引当金の増減額(△は減少) △2,491 △2,478

受取利息及び受取配当金 △825 △968

支払利息 258 257

固定資産廃棄損 11,279 11,780

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 105,679

売上債権の増減額（△は増加） △576 546

たな卸資産の増減額（△は増加） △915 △2,070

仕入債務の増減額（△は減少） 1,464 174

その他の流動資産の増減額（△は増加） △6,875 △12,712

その他の流動負債の増減額（△は減少） △6,735 △5,767

未払消費税等の増減額（△は減少） 19,383 △23,212

その他 120 △135

小計 114,668 44,420

利息及び配当金の受取額 1,036 1,147

利息の支払額 △261 △260

法人税等の支払額 △6,514 △64,737

営業活動によるキャッシュ・フロー 108,929 △19,429

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △26,734 △26,690

定期預金の払戻による収入 26,606 26,658

長期貸付金の回収による収入 1,248 1,248

有形固定資産の取得による支出 △55,939 △51,762

敷金及び保証金の回収による収入 57,423 1,557

敷金及び保証金の差入による支出 － △28,243

その他 △21,682 △13,990

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,078 △91,223

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の処分による収入 － 2,952

自己株式の取得による支出 △37 －

配当金の支払額 △14,709 △14,805

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,747 △11,853

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 75,102 △122,506

現金及び現金同等物の期首残高 828,619 1,183,893

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 903,722

※
 1,061,387
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

会計処理基準に関する事項

の変更

（資産除去債務に関する会計基準の適用）

当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、営業利益、経常利益は1,740千円減少し、税金等調整前四半期純損失は、

107,419千円増加しております。

【表示方法の変更】

当第1四半期連結会計期間

（自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第1

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しております。　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

固定資産の減価償却費の算

定方法

減価償却の方法として定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減

価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

税金費用の計算 税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な項目

給料手当 477,529千円

賃借料 390,465千円

賞与引当金繰入額 23,860千円

退職給付費用 3,563千円　

役員退職慰労引当金繰入額 1,918千円　

※販売費及び一般管理費のうち主要な項目

給料手当 467,582千円

賃借料 385,488千円

賞与引当金繰入額 25,660千円

退職給付費用 5,686千円　

役員退職慰労引当金繰入額 3,399千円　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 947,640千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △43,918千円

現金及び現金同等物 903,722千円

 

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 1,105,303千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △43,915千円

現金及び現金同等物 1,061,387千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 6,252,004株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 140,663株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 18,307 3 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第1四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）において、喫茶等事業の単一セグメン

トのため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

前第1四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）において、本邦以外の国又は地域に所

在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

前第1四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）において、海外売上高がないため、該

当事項はありません。

【セグメント情報】

当社グループは、喫茶等事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（追加情報）

当第1四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

成20年３月21日）を適用しております。

（金融商品関係）

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

（デリバティブ取引関係）

当社グループはデリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（企業結合関係）

該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

該当事項はありません。

（賃貸等不動産関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 748.01円 １株当たり純資産額 757.69円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4.65円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
4.64円

１株当たり四半期純損失金額 5.24円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失である

ため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額
        

四半期純利益又は四半期純損失(△)（千円） 28,348 △32,023

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失金

額(△)（千円）
28,348 △32,023

期中平均株式数（株） 6,091,194 6,106,693

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 16,878 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

普通株式の期中平均株価が行使

価格を下回るため希薄化効果を

有していないため潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額

の算定に含めておりません。

　  期中平均株価　　385円

平成17年６月29日定時株主総会

決議ストック・オプション

(新株予約権)

　　普通株式　　300,000株

　　行使価格　　　　447円

平成15年６月27日定時株主総会

決議ストック・オプション

（新株予約権93個）

普通株式　　 93,000株　

　

平成17年６月29日提示株主総会

決議ストック・オプション

（新株予約権300個）

普通株式　　300,000株

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会

計年度末に比べて著しい変動がありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月14日

株式会社銀座ルノアール

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今井　靖容　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 網本　重之　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座ルノ

アールの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座ルノアール及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管

しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月13日

株式会社銀座ルノアール

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今井　靖容　　  印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 網本　重之　　  印　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北本　佳永子　  印　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座ルノ

アールの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座ルノアール及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管

しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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